














投入によってただ一種類の財を生産しており，第 t国 （i=l, 2）の労働に対
するその国に存在する資本の比率を引とすれば，第 i国の一人当り産出量は
fi(xi) と表わすことができ， Aは
xi>Oについて fi’（引）＞O i=l, 2 













K1 (t) +K2(t) =E1 (t) +E2(t) 









ん（t)=Ki(t)/ L;(t), e;(t) =Ei(t)/ L;(t), b1(t) ＝ん（t)-e;(t)
から計算できるo 第 i国が債務国であればん（t)>Oであり，第i国が債権国
であれば b;(t）くOである。開放経済における第 i国の一人当り国民所得 Y;(t)
は
Y;(t)= ／；（ん（t))-b;(t)f;ぺん（t)) i=I,2 
あるいは














fi(ei(t）三二β（ん（t))+ ( ei(t)-ki(t) )fi' （ん（t)) i=l,2 (6) 
を用いて，





















a1Ct+l)= _l_一 ｛sJ1(a1 (t）十a1(t)} 
I l+gl I I (8) 
そして，開放経済であれば
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(i) a1 (1）くe,(1)このとき b,(O）キo,f1Ca1CO））くY1(0)
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